
４
月
３
日
、

日
本
共
産
党

愛
西
市
議
団

（
河
合
か
っ

ぺ
い
・
ま
の

和
久
議
員
）
、

党
愛
西
市
委

員
会
の
加
藤

敏
彦
委
員
長
は
、
「
物
価
高
騰
か

ら
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
た
め
の

緊
急
要
望
書
」
を
日
永
市
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

国
の
物
価
高
騰
対
策
交
付
金
額

愛
西
市
は
約
１
億
８
０
０
０
万
円

国
は
「
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付

金
」
を
令
和
４
年
度
の
予
備
費
か

ら
追
加
を
決
定
し
、
愛
西
市
に
は

１
億
８
１
４
１
万
円
の
限
度
額
の

提
示
が
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
基
金
も
加
え
、
緊
急
支
援
を

求
め
る

市
議
団
は
、
交
付
金
を
活
用
し
、

水
道
基
本
料
金
の
無
料
化
や
学
校

給
食
費
の
無
償
化
の
再
実
施
な
ど
、

市
の
基
金
と
あ
わ
せ
て
緊
急
支
援

を
た
だ
ち
に
行
う
よ
う
、
そ
の
た

め
に
臨
時
議
会
を
開
催
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
、
基
本
料
金
と

そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
た
１
０㎥

ま

で
の
使
用
量
を
切
り
離
し
ま
し
た
。

基
本
料
金
を
８
０
０
円
に
統
一

し
、
使
用
料
金
が
こ
れ
ま
で
よ
り

値
上
げ
さ
れ
ま
す
。

八
開
地
区
で

９㎥

ま
で
、
佐
織
地
区
は
６㎥

ま

で
の
少
量
使
用
者
は
値
下
げ
と
な

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
の
使
用
で

は
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

現
在
で
も
愛
知
県
下
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
高
い
料
金
で
す
が
、
改

定
後
に
は
、
２
０㎥

で
県
内
１
位

（
八
開
地
区
）
、
２
位
（
佐
織
地

区
）
に
な
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
口
径

別
料
金
の
採
用
な
ど
の
対
策
を
求

め
、
値
上
げ
に
反
対
し
ま
し
た
。
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日本共産党
愛西市委員会

物価高騰から市民の暮らしを守るため

水道基本料金・給食費無料継続を求めます

３月議会一般質問から

「水道基本料金・給食費の無料継続を」

まの和久議員 物価高騰の市民生活への影響は続

いており、４月以降も学校給食費、水道料金基本

料金免除の継続を。

市 ４月以降の継続の考えはない。

「４月から給食費は実質値上げ。対策を」

まの議員 昨年10月から値上げされた学校給食

費は、これまで無償化だったが、４月から実質値

上げになる。給食費の対策を。

市 値上げした料金で負担をお願いする。

多くの市が、市民生活を実情を踏まえ、給食費

の値上げを見送る中、実情を踏まえず、値上げを

行う愛西市の態度は問題です。 （まの）

共
産
党
市
議
団

物
価
高
騰
対
策
を
早
急
に
行
う
よ
う
申
し
入
れ

令
和
５
年
度
予
算

ど
こ
ま
で
膨
ら
む
？

道
の
駅
整
備
費
４
９
億
円
に
拡
大

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
で

は
、
道
の
駅
再
整
備
、
道
の
駅
周

辺
整
備
の
費
用
と
し
て
１
２
億
３

０
８
２
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
は
３
５
億
円
の
整
備
費
用

が
、
令
和
４
年
度
に
詳
細
設
計
を

お
こ
な
い
、
総
額
で
４
９
億
円
と

な
り
１
４
億
円
も
は
ね
あ
が
り
ま

し
た
。

【
日
本
共
産
党
の
見
解
】

・
道
の
駅
は
採
算
が
取
れ
る
の
か
明
確
で
な
い
。

・
道
の
駅
・
東
公
園
の
維
持
管
理
費
が
明
確
で
な
い
。

・
建
設
費
が
１
４
億
も
拡
大
。

・
完
成
後
の
維
持
管
理
な
ど
市
の
負
担
も
明
確
で
な
い
。

・
大
規
模
整
備
は
必
要
な
の
か
。

以
上
の
点
か
ら
、
道
の
駅
再
整
備
、
周
辺
整
備
の
凍
結
を
求
め

ま
す
。

市
民
生
活
に
関
わ
る
施
策
は
削
減

高
齢
者
施
策
で
は
、
見
守
り
事
業
で
６
５
歳
か
ら
７
５
歳
未

満
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
令
和
６
年
度
か
ら
精
神
障
害
者
３

級
の
福
祉
医
療
も
全
疾
病
無
料
で
は
無
く
な
る
な
ど
、
福
祉
施

策
の
削
減
が
目
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
に
行
っ
た
学
校
給
食
の
無
償
化
と
水
道

代
の
基
本
料
金
の
減
免
も
打
ち
切
ら
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
体
の
い
ち
ば
ん
の
役
割
は
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」

（
地
方
自
治
法
）
、
住
民
の
暮
ら
し
と
福
祉
を
良
く
す
る
こ
と

で
す
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
市
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
求

め
て
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
か
ら

佐
織
・
八
開
水
道
料
金
値
上
げ

県
下
１
位
・
２
位
の
高
額
な

料
金
に
反
対
！



ま
の
和
久
議
員

立
田
地
区
、
八

開
地
区
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
で
は
反

対
が
多
数
を
占
め
る
と
い
う
状
況

だ
。
そ
の
こ
と
を
ど
う
捉
え
て
い

る
の
か
。

市

反
対
意
見
も
あ
る
が
、
協
議

会
案
を
早
く
進
め
て
ほ
し
い
と
い

う
意
見
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
愛
西
市
立
小
中
学
校
適

正
規
模
等
並
び
に
老
朽
化
対
策
基

本
計
画
の
素
案
を
策
定
し
て
い
く
。

地
域
を
分
断
、
禍
根
を
残
す

強
引
な
計
画
は
白
紙
に

反
対
意
見
が
多
く
て
も
賛
成
が

あ
る
か
ら
進
め
る
。
不
安
や
反
対

に
は
説
明
（
説
得
）
を
す
る
。
こ

れ
は
、
説
明
と
い
う
形
で
の
計
画

の
押
し
つ
け
で
す
。
特
に
今
回
の

よ
う
に
賛
否
が
大
き
く
分
か
れ
て

い
る
問
題
は
、
地
域
に
分
断
を
生

み
、
大
き
な
禍
根
を
残
し
ま
す
。

将
来
２
校
に
す
る
無
謀
な
案
も

含
め
て
白
紙
に
し
、
時
間
を
か
け

て
市
民
と
知
恵
を
絞
っ
て
学
校
の

の
あ
り
方
を
協
議
す
べ
き
で
す
。

（
ま
の
）

県
道
と
の
交
差
は

鉄
道
高
架
化
が
課
題

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員

現
在
の
課

題
は
。

市

も
と
も
と
、
都
市
計
画
は
立

体
交
差
形
式
を
鉄
道
の
高
架
化
と

し
て
い
る
た
め
、
そ
の
前
提
条
件

と
し
て
整
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
大
き
な
課
題
。

令
和
４
年
購
入
の

東
側
土
地
の
活
用
は

河
合
議
員

令
和
４
年
に
購
入
し

た
駅
東
の
土
地
を
活
用
し
て
暫
定

的
な
安
全
対
策
を
行
う
考
え
は
。

市

巡
回
バ
ス
や
停
車
場
で
の
活

用
も
想
定
さ
れ
る
が
、
買
収
し
た

土
地
は
市
営
駐
輪
場
に
面
し
て
い

て
、
新
た
な
通
過
交
通
の
増
加
に

よ
る
事
故
の
発
生
に
対
し
て
、
十

分
な
交
通
対
策
が
必
要
。
安
全
性

が
確
保
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
駐

車
場
と
し
て
管
理
し
て
い
き
た
い
。

佐
屋
駅
整
備
は
安
全
対
策
を

最
優
先
に

佐
屋
駅
前
整
備
は
、
交
通
安
全

対
策
を
最
優
先
に
、
ま
ず
は
購
入

し
た
東
側
の
土
地
に
ロ
ー
タ
リ
ー

整
備
を
求
め
ま
す
。

（
河
合
）
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帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

市
「
国
・
県
の
補
助
で
き
れ
ば
」

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員

津
島
市
、

弥
富
市
な
ど
、
近
隣
市
町
で
も

行
っ
て
い
る
。
愛
西
市
も
助
成

の
実
施
を
求
め
る
。

市

国
や
県
の
補
助
事
業
に
な

れ
ば
、
本
市
も
近
隣
市
町
村
の

動
向
を
見
極
め
な
が
ら
実
施
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

加
齢
性
難
聴
の
補
聴
器
補
助

市
「
補
助
よ
り
生
活
改
善
を
」

河
合
議
員

認
知
症
が
減
少
す

れ
ば
、
医
療
費
や
介
護
給
付
に

も
つ
な
が
る
。
加
齢
性
難
聴
の

補
聴
器
補
助
を
愛
西
市
も
行
っ

て
は
。

市

難
聴
は
認
知
症
の
発
病
要

因
の
一
つ
だ
が
、
難
聴
予
防
に

は
生
活
習
慣
改
善
が
大
切
。
難

聴
の
要
因
の
ひ
と
つ
は
血
液
循

環
の
悪
化
で
、
喫
煙
者
、
糖
尿

病
の
方
が
難
聴
に
な
り
や
す
い
。

補
聴
器
補
助
を
進
め
る
よ
り
、

生
活
習
慣
改
善

事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
。

い
ま
困
っ
て

い
る
市
民
に

支
援
を

予
防
事
業
も
大
切
で
す
が
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
現
在
、
難

聴
で
困
っ
て
い
る
高
齢
者
に
支

援
し
な
い
と
い
う
の
は
問
題
で

す
。
引
き
続
き
助
成
実
現
を
求

め
て
い
き
ま
す
。

（
河
合
）

愛
西
市
議
会

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

求
め
る
意
見
書
を
国
へ
提
出

全
会
一
致
で
国
へ
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

党
市
議
団
は
、
文
教
福
祉
委

員
会
で
市
へ
の
意
見
書
も
出
す

よ
う
求
め
ま
し
た
が
、
合
意
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

加
齢
性
難
聴
の
補
聴
器
補
助

市
は
独
自
に
補
助
の
実
施
を
！

愛
西
市
が
進
め
て
い
る
「
愛
西
市
小
中
学
校
適

正
規
模
並
び
に
老
朽
化
対
策
基
本
計
画
案
」
の
住

民
説
明
会
が
、
３
月
19
日
に
は
立
田
地
区
・
八
開

地
区
で
行
な
わ
れ
、
３
月
26
日
に
は
佐
屋
地
区
・

佐
織
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
一
番
の
問
題
点
は
、
愛
西
市
内
の

６
つ
の
中
学
校
を
将
来
２
つ
に
す
る
こ
と
で
す
。

生
徒
が
減
っ
て
小
規
模
校
（
中
学
校
５
学
級
以
下
、

１
学
年
１
学
級
）
に
な
っ
た
ら
統
合
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
立
田
地
区
や
八
開
地
区
で
は
反
対
が
多
く

て
も
、
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
案
の
見
直
し
を
求
め
る
嘆
願
書

永
和
地
区
で
は
「
永
和
地
区
の
学
校
を
考
え
る

会
」
（
仮
称
）
が
作
ら
れ
、
永
和
中
学
校
卒
業
生

の
水
野
勲
代
表
が
「
永
和
地
区
か
ら
中
学
校
を
な

く
す
計
画
案
の
見
直
し
を
求
め
る
嘆
願
書
」
署
名

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

■
連
絡
先

水
野

勲

氏
（
永
和
中
学
校
卒
業
生
）

愛
西
市
大
井
町
浦
田
面
６
８
６

電
話
・
０
８
０
（
４
３
０
８
）
１
１
４
６

「
永
和
地
区
か
ら
中
学
校
を
な
く
す
計
画
案
の

見
直
し
を
求
め
る
嘆
願
書
」
署
名

まの和久議員

河合かっぺい議員

佐
屋
駅
駅
前
整
備
の
進
捗
は

中
学
校
の
統
廃
合

合
意
で
き
な
い
計
画
は
白
紙
に

署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

・
物
価
高
騰
対
策
で
水
道
基
本
料
金
と
給
食
費
の

負
担
ゼ
ロ
再
開
を
求
め
る
署
名

・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
独
自
補
助
を
求
め
る
署
名


